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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】血液の温度を上げ下げするペルチェ素子を用い
た身体冷暖房装置に関するものである。
【解決手段】ぺルチェ素子を使用した身体冷暖房装置は
、一対の当接面１１１、１１１’と、水あるいはクーラ
ントを循環させる循環部と、前記水あるいはクーラント
を冷却または加熱する熱交換部と、前記一対のペルチェ
素子１１、１１’に電力を供給する電源部１３とから少
なくとも構成されている。前記一対の当接面は、少なく
とも一部がペルチェ素子から構成される熱伝導性の良い
冷却面（発熱面）となっている。また、前記一対の当接
面は、身体表面、特に、首の周囲の半周以上の皮膚に当
接させる。前記一対の当接部は、身体表面に当接する面
の反対側におけるペルチェ素子の発熱面（冷却面）に、
水あるいはクーラントを循環させる循環部が設けられる
。前記水あるいはクーラントは、循環中に熱交換部によ
って冷却または温められる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペルチェ素子を使用した身体冷暖房装置において、
　身体表面に近い所を通る太い血管の近傍の皮膚に当接するペルチェ素子から少なくとも
一部が構成される熱伝導性の良い冷却面（発熱面）となる一対の当接面と、
　前記一対のペルチェ素子の発熱面（冷却面）に、冷却水あるいはクーラントを循環させ
る循環部と、
　前記循環部に供給される冷却水あるいはクーラントを冷却または加熱する熱交換部と、
　前記ペルチェ素子に電力を供給する電源部と、
　から少なくとも構成された身体冷暖房装置。
【請求項２】
　前記当接面の表面温度は、冷房時、５℃～２５℃に設定することを特徴とする請求項１
に記載された身体冷暖房装置。
【請求項３】
　前記当接面は、粘着テープによって装着されることを特徴とする請求項１に記載された
身体冷暖房装置。
【請求項４】
　前記冷却水あるいはクーラントを循環させる循環部は、弾性を有するパイプから少なく
とも構成されていることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載された
身体冷暖房装置。
【請求項５】
　前記ペルチェ素子の冷却面（発熱面）または当接面は、長方形、長楕円形、あるいは放
物線を有する長円形であることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載
された身体冷暖房装置。
【請求項６】
　ペルチェ素子を使用した身体冷暖房装置において、
　首の周囲における少なくとも半周以上の皮膚に当接する金属シートと、
　前記金属シートの両端部近傍に設けられた一対のペルチェ素子と、
　前記一対のペルチェ素子の発熱面（冷却面）に、冷却水あるいはクーラントを循環させ
る循環部と、
　前記循環部に供給される冷却水あるいはクーラントを冷却または加熱する熱交換部と、
　前記ペルチェ素子に電力を供給する電源部と、
　から少なくとも構成されていることを特徴とする身体冷暖房装置。
【請求項７】
　前記ペルチェ素子は、熱伝導性金属シートとグラファイトシートとにより一体になって
いることを特徴とする請求項６に記載された身体冷暖房装置。
【請求項８】
　前記グラファイトシートは、ペルチェ素子と前記熱伝導性金属シートの間に挟まれて接
合され、外側部で水冷ジャケットと熱伝導性金属シートで強固に接合されていることを特
徴とする請求項６に記載された身体冷暖房装置。
【請求項９】
　前記グラファイトシートと前記熱伝導性金属シートとは、ペルチェ素子の接する範囲外
に、熱伝導性の良い粘体を封入したことを特徴とする請求項６から請求項８のいずれか１
項に記載された身体冷暖房装置。
【請求項１０】
　前記熱交換部に冷却水あるいはクーラントを補充できるとともに、ポンピングが可能な
外部タンクと、
　前記外部タンクの下部に設置された第１弁機構と、
　前記第１弁機構を介して結合する第２弁機構を備えたリザーブタンクと、
　前記外部タンクのポンピングにより、リザーブタンク内部の空気を外部タンクに移動さ
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せることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか１項に記載された身体冷暖房装置
。
【請求項１１】
　前記リザーブタンクは、内部に気泡よりも目の細かいメッシュを入れたことを特徴とす
る請求項１０に記載された身体冷暖房装置。
【請求項１２】
　前記ペルチェ素子は、
　発熱面に配置された断面コ字状の金属製フィンと、
　前記金属製フィンおよび発熱面を覆った樹脂製水冷ジャケットと、
　から構成されていることを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか１項に記載さ
れた身体冷暖房装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペルチェ素子を用いて身体を冷暖房する身体冷暖房装置に関するものである
。特に、本発明の身体冷暖房装置は、身体表面の近い所を通る太い血管の近傍の皮膚（た
とえば、首の周り等）に当接面を当てることにより、血液の温度を下げる（上げる）ペル
チェ素子を用いた身体冷暖房装置に関するものである。本発明は、携帯に都合の良い小型
の身体冷暖房装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ペルチェ素子を用いた冷暖房服は、たとえば、特開２００４－２６３３２５号公報に記
載されている。衣服用温度可変ユニット、および前記ユニットを備えた温度可変服は、た
とえば、特開２００８－０３１５８１号公報に記載されている。前記従来の冷暖房服は、
ペルチェ素子の冷却面（発熱面）を身体に密着させることが難しく、効果的な冷暖房を行
なうことができないという問題があった。
【０００３】
　また、前記冷暖房服は、直接肌に当てるものではなく、下着を介する場合、エネルギー
効率が悪いという問題があった。また、前記冷暖房服は、ペルチェ素子を仮に身体に密着
させることができたとしても、背中や腹部には太い血管がなく、皮膚表面温度を部分的に
下げる（上げる）だけであり、身体全体の体温を短時間にコントロールすることが困難で
あった。
【０００４】
　首の周囲全体は、太い血管近傍を冷却する機能を損なうことなく、ひんやり感を瞬時に
得ることができる。首の後ろ側には、体温調整を司る動静脈吻合血管（ＡＶＡ）のスイッ
チがあると言われている（雑学読本　ＮＨＫ　ためしてガッテン　７　「冷え　血行を促
進するスイッチを見つけた」参照）。前記首の後ろを冷暖房することは、前記動静脈吻合
血管（ＡＶＡ）を開閉し、血液循環による冷暖房効果を高めることができる。
【０００５】
　前記身体冷暖房装置は、リザーブタンクを設け、冷却水およびクーラント内の空気を分
離し、追い出す必要があった。図１３は従来例のリザーブタンクを説明するための図であ
る。前記リザーブタンク１５１は、たとえば、図１３に示すように、栓１５２と、入口１
５３と、出口１５４を備えた筐体からなる。前記リザーブタンク１５１は、入口１５３か
ら入った冷却水あるいはクーラントが内部に設けられた板１５６に衝突し、内部の空気１
５５が上方に浮上させるため、流路１５７で示すように、出口１５４から空気が混入しな
い冷却水あるいはクーラントとなって出る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２６３３２５号公報
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【特許文献２】特開２００８－０３１５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　身体冷暖房装置は、身体に携帯するものであるため、重量が軽いことが重要である。熱
伝導性金属シートは、厚みが厚いほど、熱の伝導が良くなるが、厚みが０．３ｍｍを超え
ると柔軟性に欠け、首の形状に合わせて成形する必要がある。しかし、首の断面形状は、
個人差があり、オーダーメードが必要になるという欠点がある。柔軟性があり、熱伝導率
のよい素材としては、グラファイトシートが知られている。前記グラファイトシートは、
脆く、剥離し易く、特に、厚み方向の機械的強度が弱い。
【０００８】
　また、前記グラファイトシートは、脆く、剥離し易い性質があるため、ペルチェ素子と
結合させる構造とした場合、機械的結合強度の不足と内部で破断するという問題があった
。さらに、前記グラファイトシートは、熱伝導性金属シートと密着させる必要があるが、
凹凸部のために、空気層が存在し、熱伝導性を悪くするとうい問題があった。
【０００９】
　冷却水あるいはクーラントを循環させる循環部は、蒸発した分を補充するためのリザー
ブタンクが必要である。また、前記リザーブタンクは、前記補充した冷却水あるいはクー
ラントに含む気泡を排除する必要がある。前記リザーブタンクは、前記冷却水あるいはク
ーラントを補充するためのねじ込み式のキャップが必要であった。さらに、前記リザーブ
タンクは、前記冷却水あるいはクーラントの漏洩を防止する必要があった。さらに、前記
リザーブタンクは、大きさが大きく嵩張るため、身体冷暖房装置として身体に取り付ける
こととができなかった。
【００１０】
　前記リザーブタンクは、内部に気泡が入った場合、気泡の浮力よりも、流速の方が早く
なり、流速に乗って気泡がポンプ側に入ってしまうという問題があった。前記問題を防止
するために、従来のリザーブタンクは、出口付近に、気泡をブロックする遮蔽板（たとえ
ば、図１３における符号１５７）を設けていた。しかし、前記遮蔽板は、効果に限界があ
り、流速を完全に殺して蛇行させるために、大きな筐体が必要であった。
【００１１】
　以上のような課題を解決するために、本発明は、ペルチェ素子の冷却面（発熱面）を備
えた当接面が身体表面に近い所を通る太い血管の皮膚表面に当てることにより、血液を積
極的に冷却させて体全体を効率的に冷却（発熱）するペルチェ素子を用いた身体冷暖房装
置を提供することを目的とする。本発明は、単なる冷暖房装置以外に、熱中症等のように
早く体温を下げたい場合、あるいは溺れかかって体温が極端に下がった状態、または冬山
における凍傷になりそうな状態で早く体温を上げたい場合、その他の医療上必要な場合に
便利なペルチェ素子を用いた身体冷暖房装置を提供することを目的とする。
【００１２】
　本発明は、熱伝導性の優れたグラファイトシートと金属シートとを組み合わせることに
より、首の周囲に合わせ易い薄さで、柔軟性に富んだ冷却面を有する身体冷暖房装置を提
供することを目的とする。本発明は、漏れ防止の弁機構を設け、冷却水あるいはクーラン
ト内の気泡を容易に排除できるとともに、小型で携帯に便利な身体冷暖房装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
（第１発明）
　第１発明の身体冷暖房装置は、ペルチェ素子を使用したものであり、身体表面に近い所
を通る太い血管の近傍の皮膚に当接するペルチェ素子から少なくとも一部が構成される熱
伝導性の良い冷却面（発熱面）となる一対の当接面と、前記一対のペルチェ素子の発熱面
（冷却面）に、水あるいはクーラントを循環させる循環部と、前記循環部に供給される水
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あるいはクーラントを冷却または加熱する熱交換部と、前記ペルチェ素子に電力を供給す
る電源部とから少なくとも構成されている。
【００１４】
（第２発明）
　第２発明の身体冷暖房装置は、当接面の表面温度が冷房時に、５℃～２５℃に設定する
ことを特徴とする。
【００１５】
（第３発明）
　第３発明の身体冷暖房装置は、当接面が粘着テープによって装着されることを特徴とす
る。
【００１６】
（第４発明）
　第４発明の身体冷暖房装置は、水あるいはクーラントを循環させる循環部を、弾性を有
するパイプから少なくとも構成されていることを特徴とする。
【００１７】
（第５発明）
　第５発明の身体冷暖房装置は、ペルチェ素子の冷却面（発熱面）または当接面が長方形
、長楕円形、あるいは放物線を有する長円形であることを特徴とする。
【００１８】
（第６発明）
　第６発明の身体冷暖房装置は、ペルチェ素子を使用したものであり、首の周囲における
少なくとも半周以上の皮膚に当接する金属シートと、前記金属シートの両端部近傍に設け
られた一対のペルチェ素子と、前記一対のペルチェ素子の発熱面（冷却面）に、冷却水あ
るいはクーラントを循環させる循環部と、前記循環部に供給される冷却水あるいはクーラ
ントを冷却または加熱する熱交換部と、前記ペルチェ素子に電力を供給する電源部とから
少なくとも構成されていることを特徴とする。
【００１９】
（第７発明）
　第７発明の身体冷暖房装置において、前記ペルチェ素子は、熱伝導性金属シートとグラ
ファイトシートとにより一体になっていることを特徴とする。
【００２０】
（第８発明）
　第８発明の身体冷暖房装置において、前記グラファイトシートは、ペルチェ素子と前記
熱伝導性金属シートの間に挟まれて接合され、外側部で水冷ジャケットと熱伝導性金属シ
ートで強固に接合されていることを特徴とする。
【００２１】
（第９発明）
　第９発明の身体冷暖房装置において、前記グラファイトシートと前記熱伝導性金属シー
トとは、ペルチェ素子の接する範囲外に、熱伝導性の良い粘体を封入したことを特徴とす
る。
【００２２】
（第１０発明）
　第１０発明の身体冷暖房装置は、前記熱交換部に冷却水あるいはクーラントを補充でき
るとともに、ポンピングが可能な外部タンクと、前記外部タンクの下部に設置された第１
弁機構と、前記第１弁機構を介して結合する第２弁機構を備えたリザーブタンクと、前記
外部タンクのポンピングにより、リザーブタンク内部の空気を外部タンクに移動させるこ
とを特徴とする。
【００２３】
（第１１発明）
　第１１発明の身体冷暖房装置において、前記リザーブタンクは、内部に気泡よりも目の
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細かいメッシュを入れたことを特徴とする。
【００２４】
（第１２発明）
　第１２発明の身体冷暖房装置において、前記ペルチェ素子は、発熱面に配置された断面
コ字状の金属製フィンと、前記金属製フィンおよび発熱面を覆った樹脂製水冷ジャケット
とから構成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、身体冷暖房装置における当接面を直接、身体表面に近い所を通る太い
血管の近傍の皮膚に当接または装着することで、少ないエネルギーによって効率の良い冷
暖房装置とすることができる。
【００２６】
　本発明によれば、身体冷暖房装置における当接面を直接、身体表面に近い所を通る太い
血管の近傍の皮膚に当接または装着することで、血液を介して、体温を上げ下げできるた
め、熱中症等、緊急時における身体温度を改善することができる。
【００２７】
　本発明によれば、水あるいはクーラントを循環させる循環部、熱交換部、電源部をコン
パクトにすることができ、携帯に便利である。
【００２８】
　本発明によれば、循環部を合成樹脂製パイプとすることで弾性を持たせ、前記当接面を
身体の必要箇所に容易に装着することができる。
【００２９】
　本発明によれば、身体における太い血管を流れる血液を効果的に冷却（発熱）するため
に、ペルチェ素子の冷却面または伝熱導板のような当接面をできるだけ血管に沿えるよう
な長方形、長楕円形、放物線を有する長円形にする。
【００３０】
　本発明によれば、頸動脈部分を冷暖房すると同時に、首の周囲全体の温度をコントロー
ルすることができるため、血液の冷却（加熱）と冷房時の首の周囲のひんやり感、あるい
は暖房時の動静脈吻合血管（ＡＶＡ）の拡張という機能が得られる。
【００３１】
　本発明によれば、熱伝導のための熱伝導性金属シートとグラファイトシートを併用する
ことにより、熱伝導性金属シートを薄くしても、高い熱伝導効率を得ることができるので
、金属シート単体の物と比較して、より薄く、柔軟性があり、首の断面形状にフィットし
易い形状に加工でき、熱効率を向上させることができる。
【００３２】
　本発明によれば、熱伝導性金属シートとグラファイトシートの結合、およびグラファイ
トシートとペルチェ素子との結合に、熱伝導率のきわめて高い接着剤を使用して結合し、
グラファイトシートの外側でペルチェ素子と熱伝導性金属シートを機械的に強度の優れた
エポキシ樹脂系接着剤で結合することにより、熱伝導性を損なうことなく、高い接合強度
が得られる。
【００３３】
　本発明によれば、熱伝導性金属シートとグラファイトシートとペルチェ素子との接合部
分以外の部分で、熱伝導性金属シートとグラファイトシートの間に熱伝導グリスを封入す
ることにより、熱伝導性金属シートとグラファイトシートの間の空気を追い出すことがで
き、優れた熱伝導性が得られる。
【００３４】
　本発明によれば、リザーブタンクと外部タンクに、漏れ防止機構を備えた弁機構を装着
し、柔軟な外部タンクを握り締めたり、離したりするポンピング動作により、短時間で確
実に空気抜きを行うことができる。
【００３５】
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　本発明によれば、外部タンクでポンピングができるようにするとともに、外部タンクに
弁機構を介して結合したリザーブタンクに設けた気泡より目の細かいメッシュを設けるこ
とにより、気泡をキャッチすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の第１実施例であり、身体冷暖房装置を説明するための概念斜視図である
。（実施例１）
【図２】本発明の第１実施例における一方の当接面を構成する部分を説明するための斜視
図である。
【図３】本発明の第１実施例であり、ペルチェ素子、ポンプ、およびファンに対する電源
回路を説明するための図である。
【図４】本発明の第２実施例で、熱交換部である放熱板を服の背中部分に取り付けた例を
説明するための図である。（実施例２）
【図５】本発明の第３実施例を説明するための図である。（実施例３）
【図６】本発明の第４実施例であり、金属シートの上にペルチェ素子と熱交換部を設けた
例を説明するための図である。（実施例４）
【図７】本発明の第５実施例であり、熱伝導性金属シートの上にグラファイトシートを介
してペルチェ素子と熱交換部を設けた例を説明するための図である。（実施例５）
【図８】本発明の身体冷暖房装置を実際に身体に付けた状態を説明するための図である。
【図９】（イ）は本発明の第６実施例である外部タンクとリザーブタンクとが結合した状
態を説明するための図で、（ロ）は外部タンクとリザーブタンクとが分離した状態を説明
するための図である。（実施例６）
【図１０】本発明の第７実施例であり、水冷ジャケットの一例を説明するための図である
。（実施例７）
【図１１】本発明の第７実施例の他の例であり、水冷ジャケットを説明するための図であ
る。
【図１２】本発明の第７実施例における水冷ジャケット近傍を説明するための断面図であ
る。
【図１３】従来例のリザーブタンクを説明するための図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
（第１発明）
　第１発明におけるペルチェ素子を使用した身体冷暖房装置は、一対の当接面と、冷却水
あるいはクーラントを循環させる循環部と、前記冷却水あるいはクーラントを冷却または
加熱する熱交換部と、前記一対のペルチェ素子に電力を供給する電源部とから少なくとも
構成されている。前記一対の当接面は、少なくとも一部がペルチェ素子から構成される熱
伝導性の良い冷却面（発熱面）となっている。また、前記一対の当接面は、身体表面に近
い所を通る太い血管の近傍の皮膚に当接される。
【００３８】
　身体表面に近い所を通る太い血管は、たとえば、頸動脈、鎖骨下静脈血管、鎖骨下動脈
血管、その他、腕、太股等にある動脈または静脈がある。前記一対の当接部は、身体表面
に当接する面の反対側におけるペルチェ素子の発熱面（冷却面）に、冷却水あるいはクー
ラントを循環させる循環部が設けられる。前記冷却水あるいはクーラントは、循環中に熱
交換部によって冷却または温められる。また、前記電源部は、前記ペルチェ素子における
ペルチェ効果を発揮するために電力を供給する。
【００３９】
　前記一対の当接面は、全部をペルチェ素子としたもの、前記ペルチェ素子の全面に熱伝
導性金属シートを抱き合わせたもの、前記ペルチェ素子と熱伝導性金属シートとから構成
されたもの等がある。
【００４０】
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（第２発明）
　第２発明の身体冷暖房装置は、前記ペルチェ素子の表面温度を冷房時、５℃～２５℃に
設定することができる。前記身体冷暖房装置において、ペルチェ素子に対する電力の供給
、循環部における冷却水あるいはクーラントの循環、冷却または発熱される熱交換部の制
御は、制御装置におけるマイコン等によって適宜行なわれる。
【００４１】
（第３発明）
　第３発明の身体冷暖房装置における熱伝導性の良い冷却面（発熱面）から構成された一
対のペルチェ素子は、粘着テープによって所望の身体表面に装着される。前記一対のペル
チェ素子は、身体冷暖房装置であるため、通常使用されている安価な粘着テープによって
身体の一部に容易に取り付けることができる。
【００４２】
（第４発明）
　第４発明の身体冷暖房装置において、冷却水あるいはクーラントは、一方のペルチェ素
子から他方のペルチェ素子に循環する循環部を備えている。前記循環部は、前記冷却水あ
るいはクーラントを循環する合成樹脂製パイプによって一対のペルチェ素子を繋いでいる
。前記冷却水あるいはクーラントを循環させるパイプは、弾性を持たせることにより身体
に装着することが容易になる。すなわち、前記パイプは、冷却水あるいはクーラントを循
環させると同時に、身体に密接して装着させることができる。また、前記循環部は、弾性
を有するバンド部材と、冷却水あるいはクーラントを循環させるパイプを抱き合わせるこ
ともできる。
【００４３】
（第５発明）
　第５発明の身体冷暖房装置は、前記ペルチェ素子の冷却面（発熱面）または当接面を長
方形、長楕円形、あるいは放物線を有する長円形とすることで、太い血管に沿って装着す
ることができ、身体を急速に冷却または発熱させることができる。また、前記長方形また
は楕円形は、前記血管に沿って装着できるようにできるだけ長細くすると都合が良い。
【００４４】
（第６発明）
　第６発明の身体冷暖房装置は、熱伝導性金属シートと、ペルチェ素子と、循環部と、熱
交換部と、電源部とから構成されている。前記熱伝導性金属シートは、首の周囲における
少なくとも半周以上の皮膚に当接できる形状からなる。前記ペルチェ素子は、前記熱伝導
性金属シートの両端部近傍に一対が設けられている。すなわち、前記熱伝導性金属シート
は、ペルチェ素子による発熱面（冷却面）の熱が全体に伝達するようになっている。前記
熱伝導性金属シートは、たとえば、銅またはアルミニウムが適しており、板金加工あるい
は押し出し加工により、作製される。
【００４５】
　前記熱交換部は、冷却水あるいはクーラントを、たとえば、樹脂製の可撓性パイプを介
して、前記一対のペルチェ素子の発熱面（冷却面）に循環させる。前記熱交換部は、前記
首から離れた身体の一部に取り付けられた前記循環部に供給される冷却水あるいはクーラ
ントを冷却または加熱して、熱交換を行う。前記電源部は、前記ペルチェ素子に電力を供
給するとともに、前記冷却水あるいはクーラントの循環を制御する。
【００４６】
（第７発明）
　第７発明の身体冷暖房装置において、前記ペルチェ素子は、熱伝導性金属シートとグラ
ファイトシートとにより一体に構成されている。前記グラファイトシートは、熱伝導性が
良いため、前記熱伝導性金属シートを薄く、柔軟性を持たせても、熱伝導性が良く、首の
形状にフィットするように作製される。
【００４７】
（第８発明）
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　第８発明の身体冷暖房装置において、前記グラファイトシートは、ペルチェ素子と前記
熱伝導性金属シートの間に挟まれた構造になっている。前記グラファイトシートは、厚み
方向の機械的強度が弱く、雲母のように層状に剥離し易い欠点がある。また、前記グラフ
ァイトシートは、単純に表面のみを強固に接着しても、外力が加わると破壊してしまう。
本発明の構造は、水冷ジャケットと前記熱伝導性金属シートをエポキシ系接着剤等で強固
に接着することにより、十分な機械的強度を持たせることができる。
【００４８】
（第９発明）
　第９発明の身体冷暖房装置において、ペルチェ素子に接する面は、熱伝導率がきわめて
高い熱伝導性接着剤（銀ペースト等）を使用する。しかし、熱伝導率がきわめて高い接着
剤は、粘性が高く、薄く均一に塗布する事が難しい。そこで、ペルチェ素子と接する以外
の場所において、前記グラファイトシートと前記熱伝導性金属シートとの間には、中程度
の熱伝導性の良い粘体（熱伝導率１Ｗ／ｍＫ程度）、たとえば、熱伝導グリスを封入して
一体にする。
【００４９】
　前記グラファイトシートおよび金属シートは、首に沿って巻き付けられた場合、内側と
外側で距離の差を生じる。前記熱伝導グリスは巻き付け距離の差を吸収し、しわの発生を
防止する滑りを持つとともに、前記グラファイトシートの凹凸部にある空気層を追い出す
こともできる。また、前記熱伝導性の良い粘体は、たとえば、熱伝導ペーストを封入する
こともできる。前記熱伝導ペーストは、塗布時にはクリーム状の粘体でありながら時間経
過とともにゴム状に硬化して漏れ出す事も無く、理想的な面接触に近い状態を得ることが
できる。
【００５０】
（第１０発明）
　第１０発明の身体冷暖房装置において、前記熱交換部は、リザーブタンクと、前記リザ
ーブタンクに接続できる外部タンクを備えている。前記外部タンクは、前記熱交換部に冷
却水あるいはクーラントを補充できるとともに、ポンピングが可能なように薄い構造とな
っている。また、前記外部タンクは、下部に第１弁機構が設置されている。前記リザーブ
タンクは、前記第１弁機構を介して結合する第２弁機構を備えている。前記外部タンクは
、握り締め、あるいは離すことによるポンピング作用と、前記第１弁機構および第２弁機
構を介して、リザーブタンク内部の空気を外部タンクに移動させることができる。
【００５１】
（第１１発明）
　第１１発明の身体冷暖房装置において、前記リザーブタンクは、内部に気泡よりも目の
細かいメッシュを設ける。前記メッシュは、気泡より目が細かいため、気泡をリザーブタ
ンク内部にとどめて、ポンプへの気泡の吸い込みを防止することができる。
【００５２】
（第１２発明）
　第１２発明の身体冷暖房装置において、前記ペルチェ素子は、金属製フィンと樹脂製水
冷ジャケットとを備えている。前記金属製フィンは、断面をコ字状にしたものが発熱面に
複数個、配置されている。また、前記金属製フィンは、前記コ字状の代わりに波状にした
ものとすることができる。前記樹脂製水冷ジャケットは、前記金属製フィンおよび発熱面
を覆った構造からなる。冷却水あるいはクーラントは、前記樹脂製水冷ジャケットの一方
から入り、断面コ字状の複数個からなる金属製フィンの間を通過して、他方から出るよう
になっている。
【００５３】
　前記金属製フィンは、銅またはアルミニウムとして、板金の折り曲げ、または押し出し
加工により、簡単に作製することができる。また、前記金属製フィンは、熱伝導性接着剤
、あるいはハンダ付け、または銀ペーストによって固定することもできる。前記樹脂製水
冷ジャケットは、内部を機械加工によりくり抜いて、冷却水路を設け、軽量化することが
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できる。また、前記樹脂製水冷ジャケットは、ペルチェ素子にゴム系接着剤で接着し、水
漏れを同時に防止することができる。
【実施例１】
【００５４】
　図１は本発明の第１実施例であり、身体冷暖房装置を説明するための概念斜視図である
。図１において、身体冷暖房装置は、一対のペルチェ素子１１、１１′と、前記ペルチェ
素子１１、１１′と一体になっている一対の当接面１１１、１１１′と、水あるいはクー
ラントを循環させる循環部１１２、１１２′、１１３と、前記水あるいはクーラントを冷
却または加熱する熱交換部１２、１２１、１４、１５と、前記一対のペルチェ素子１１、
１１′に電力を供給する電源部１３とから少なくとも構成されている。前記身体冷暖房装
置は、前記各構成がコンパクトで携帯に便利なようになっている。
【００５５】
　前記一対の当接面１１１、１１１′は、少なくとも一部、または全部がペルチェ素子１
１、１１′からなり、また、ペルチェ素子１１、１１′の一部または全部が伝熱導板とし
て構成される熱伝導性の良い冷却面（発熱面）となっている。また、前記一対の当接面１
１１、１１１′は、身体表面に近い所の血管、たとえば、頸動脈、鎖骨下静脈血管、鎖骨
下動脈血管、その他、腕、太股等にある動脈および／または静脈の近傍に当接される。
【００５６】
　前記一対の当接部１１１、１１１′は、身体表面に当接する面の反対側におけるペルチ
ェ素子１１、１１′の発熱面（冷却面）に、水あるいはクーラントを循環させる循環部１
１２、１１２′、１１３が設けられる。前記水あるいはクーラントは、循環中に熱交換部
、たとえば、ラジエータ１２、前記ラジエータ１２のフィン１２１、ポンプ１４、ファン
１５によって冷却される。また、前記電源部１３は、おけるペルチェ効果を発揮するため
に、ワイヤハーネス１３１、１３２によって前記ペルチェ素子１１、１１′に電力を供給
する充電可能な蓄電池から構成される。
【００５７】
　図２（イ）から（ハ）は本発明の第１実施例における一方の当接面を構成する伝熱導板
を説明するための斜視図である。図２（イ）から（ハ）において、前記当接面１１１、１
１１－１（ロ）、１１１－２（ハ）は、たとえば、冷却面を少なくともペルチェ素子１１
によって構成され、反対側の発熱面に水あるいはクーラントを循環させる循環部１１２が
設けられている。また、前記ペルチェ素子１１は、電源部１３およびワイヤハーネス１３
１、１３１′を介して電力が供給される。さらに、前記当接面１１１は、前記ペルチェ素
子１１のみの場合、あるいは前記ペルチェ素子１１と熱伝導性の良い伝熱導板を抱き合わ
せることにより、所望の大きさ、形状にすることができる。
【００５８】
　図２（ロ）に示す伝熱導板１１１－１は、細長い長円形からなり、血管に沿って装着ま
たは粘着テープによって貼り付けることができる。図２（ハ）に示す伝熱導板１１１－２
は、放物線を有する円形からなり、血管に沿って装着または粘着テープによって貼り付け
ことができる。図２（イ）から（ハ）に示す伝熱導板は、図に示されているより、さらに
細く、血管の幅により太め程度にすることもできる。前記伝熱導板は、また、弾性を有す
る金属板からなり、予め湾曲するように記憶させておき、所望の部分に嵌めるようにする
こともできる。
【００５９】
　図３は本発明の第１実施例であり、ペルチェ素子、ポンプ、およびファンに対する電源
回路を説明するための図である。図３において、電源部１３は、充電可能な蓄電池からな
る直流電源であり、たとえば、ペルチェ素子１１－１、１１－２、１１－３、・・・、１
１－ｎ、ポンプ１４、ファン１５、スイッチ１３３、図示されていない制御回路等を介し
て、直列または並列に接続されている。
【００６０】
　前記身体冷暖房装置は、前記ペルチェ素子の表面温度を冷房時、たとえば、５℃～２５
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℃に設定することにより、身体を冷やす場合に効果を上げた。前記身体冷暖房装置は、ペ
ルチェ素子に対する電力の供給、循環部における水あるいはクーラントの循環、冷却また
は発熱される熱交換部の制御を、図示されていないマイコン等の制御装置により適宜行な
われる。
【００６１】
　前記身体冷暖房装置は、当接面を身体の所望の箇所に粘着テープによって装着すること
ができる。前記粘着テープは、通常医療用に使用されるものにより、身体の一部に容易に
取り付けることができる。
【００６２】
　前記身体冷暖房装置は、当接面を連結していると同時に、水あるいはクーラントを循環
させるパイプに弾性を持たせている。前記パイプは、弾性を有するプラスチック製からな
り、身体に容易に装着することができる。前記水あるいはクーラントは、ポンプ１４によ
り循環し、ラジエータ１２で熱交換して大気中に放熱する。冷却水は、水道水でも、プロ
ピレングリコールなどのクーラントを使用しても良い。
【００６３】
　ペルチェ素子の冷却面を有する当接面１１１、１１１′は、たとえば、頸動脈部分にヘ
ッドホンのような構造の弾性パイプ１１３によって、身体の所望部分に直接押しつける。
鎖骨下部分や脇の下、足の付け根部分の太い血管が体表面に近い部分に装着する当接面１
１１、１１１′は、医療用粘着テープなどで貼り付けて固定し冷却すると、皮膚表面が低
温になる。皮膚の表面温度が下がると、皮膚内部も、通常の体温よりは低温になる。
【００６４】
　太い血管の内部を流れる血液は、深部体温と等しい３７℃前後であるので、低温になっ
た皮膚内部と血液で熱交換が行われる。前記身体冷暖房装置によって冷やされた血液は、
数秒間で全身を回るので、全身を冷却するのと同じ効果を期待することができる。なお、
ペルチェ素子は、電流を流す方向を逆にすると、冷却面と発熱面が入れ替わるので、冷房
だけでなく、暖房用としても使用できる。
【実施例２】
【００６５】
　図４は本発明の第２実施例で、熱交換部である放熱板を服の背中部分に取り付けた例を
説明するための図である。図４において、第２実施例の身体冷暖房装置は、ペルチェ素子
１１が頸動脈の近傍に設けられている。前記一対（図示されていない）の当接面１１１、
１１１′は、水あるいはクーラントを循環させる循環部３１とともに装着されている。前
記循環部３１は、弾性を有するパイプ等によって、首に巻き付けるようにするとともに、
放熱板１２２に取り付けられる。
【００６６】
　前記放熱板１２２は、前記パイプの熱交換効率が上がるように配置されるとともに、前
記水あるいはクーラントを供給できるポンプ１４が設けられている。前記身体冷暖房装置
は、放熱板１２２を衣服に付けることにより熱交換を行なっている。
【実施例３】
【００６７】
　図５は本発明の第３実施例を説明するための図である。図５において、第３実施例の身
体冷暖房装置は、実施例２における循環部３１、３１′が設けられている。前記循環部３
１、３１′の一方のペルチェ素子１１は、頸動脈の近傍に、他方のペルチェ素子１１′は
、鎖骨下動脈（静脈）血管の近傍に装着することにより、体の温度をより急速に降下（上
昇）させることができる。また、前記循環部３１は、バネ性を有するパイプと熱交換部が
設けられている。さらに、前記循環部３１′は、ペルチェ素子１１′を医療用粘着テープ
等により肌に貼り付けている。前記熱交換部は、背中側あるいは首の後部に設けられた前
記循環部と共に設けられている。
【００６８】
　また、図４および図５における循環部および熱交換部は、血管の近傍に沿った皮膚との
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接触面積を増加する構造とすることができる。また、前記当接面は、皮膚表面をピンポイ
ントで強く冷やすと、血管内部の血液との熱交換が間に合わず、皮膚表面温度が下がりす
ぎる場合がある。また、熱交換部における伝熱板は、装着すると皮膚表面との熱交換の面
積が増えて、温度を下げ過ぎること無く、快適な熱交換ができるような面積にすることが
できる。伝熱板は、熱伝導率の良いアルミニウム、銅などが適している。
【００６９】
　たとえば、冷房時のペルチェ素子の表面温度と快適性は、実験により次の関係が得られ
た。
　5 ℃以下　　　　5 ～10℃　　 10 ～20℃　　　20～25℃　　　25℃以上
凍傷の危険あり　　痛みを伴う　　快適温度　　　物足りない　　効果無し
【００７０】
　前記実験において、伝熱板を使用した場合でも、頸動脈部分で熱交換できるのは一ヶ所
に付き１０ｗから２０ｗ程度で、それ以上の冷却を行なうと低温になり過ぎて痛みや凍傷
の危険性を伴う。さらに、冷却には、ペルチェ素子の数を増やして頸動脈以外の鎖骨下、
脇の下、足の付け根などの太い血管が皮膚表面近くにある部分を複数ヶ所冷却すると冷却
能力を上げることができる。
【実施例４】
【００７１】
　図６は本発明の第４実施例であり、金属シートの上にペルチェ素子と熱交換部を設けた
例を説明するための図である。図６において、第４実施例の身体冷暖房装置は、熱伝導性
金属シート６１と、ペルチェ素子６４と、熱交換部６６とから構成されている。前記身体
冷暖房装置は、循環部および電源部等が省略されている。前記熱伝導性金属シート６１は
、たとえば、銅またはアルミニウム等からなり、０．３ｍｍ以下の薄さに、たとえば、圧
延し、高い柔軟性を有するとともに、高い熱伝導性を持たせる。前記熱伝導性金属シート
６１は、高い柔軟性を有するため、首の半周以上にフィットすることにより、携帯用の身
体冷暖房装置として、冷暖房を効率良く行うことができる。
【実施例５】
【００７２】
　図７は本発明の第５実施例であり、熱伝導性金属シートの上にグラファイトシートを介
してペルチェ素子と熱交換部を設けた例を説明するための図である。図７において、左半
分は組み立て図であり、右半分は組み立てられた後の図である。熱伝導性金属シート６１
は、厚さ０．３ｍｍ程度の薄さの銅またはアルミニウムからなり、首の周囲における少な
くとも半周以上の皮膚に当接できる形状からなる。ペルチェ素子６４は、前記熱伝導性金
属シート６１の両端部近傍に一対が設けられており、水冷ジャケット１０１０の内部に収
容されている。
【００７３】
　前記熱伝導性金属シート６１は、ペルチェ素子６４による発熱面（冷却面）の熱が全体
に伝達するようになっている。前記熱伝導性金属シート６１は、熱伝導性接着剤６２を介
してグラファイトシート６３が接着されている。前記グラファイトシート６３は、その上
にペルチェ素子６４が、たとえば、熱伝導性接着剤を介して取り付けられている。また、
前記ペルチェ素子６４は、上部に熱交換部６６が設けられた状態で水冷ジャケット１０１
０内に収容されている。
【００７４】
　接着テープ６５、６５′は、前記グラファイトシート６３を覆うようにして前記熱伝導
性金属シート６１に接着する。ペルチェ素子６４および熱交換部６６は、図７の左側の例
が別体となった例で、右側が一体になった例の概略図である。なお、前記ペルチェ素子６
４、熱交換部６６、水冷ジャケット１０１０等は、図１２に詳細が示されている。
【００７５】
　前記熱交換部６６は、冷却水あるいはクーラントを、たとえば、樹脂製の可撓性パイプ
を介して、前記一対のペルチェ素子６６の発熱面（冷却面）に循環させる。前記熱交換部
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６６は、前記首から離れた身体の一部に取り付けられた前記循環部に供給される冷却水あ
るいはクーラントを冷却または加熱して、熱交換を行う。
【００７６】
　図８は本発明の身体冷暖房装置を実際に身体に付けた状態を説明するための図である。
図８において、たとえば、図７に示すペルチェ素子６４を備えた冷却（暖房）部は、首８
７の周囲の半分以上を覆っている。電源部８４は、配線８３、制御部８２、可撓性パイプ
８１を介して、前記ペルチェ素子６４に電力を供給し、また、前記冷却水あるいはクーラ
ントを循環させる動力源となる。身体８６は、たとえば、腰にベルト８５を付け、前記ベ
ルト８５に、前記制御部８２および電源部８４を取り付け、本発明の身体冷暖房装置の携
帯性を良好にしている。
【実施例６】
【００７７】
　図９（イ）は本発明の第６実施例である外部タンクとリザーブタンクとが結合した状態
を説明するための図で、（ロ）は外部タンクとリザーブタンクとが分離した状態を説明す
るための図である。図９（イ）および（ロ）において、外部タンク９１は、前記熱交換部
６６（図７参照）に供給する冷却水あるいはクーラントから気泡を除去するためのもので
ある。外部タンク９１は、たとえば、薄い樹脂部材等からなり、ポンピングが可能な構造
となっている。
【００７８】
　また、前記外部タンク９１は、下部に第１弁機構９２が設置されている。前記リザーブ
タンク９５は、前記外部タンク９１に設けられた第１弁機構９２を介して結合する第２弁
機構９６を備えている。前記外部タンク９１は、握り締め、あるいは離すことによるポン
ピング作用と、前記第１弁機構９２および第２弁機構９６を介して、リザーブタンク９５
内部の気泡９８を外部タンク９１に移動させることができる。また、第１弁機構９２は、
バネ支え９２１により、バネを支えており、同様に、第２弁機構９６は、バネ支え９６１
により、バネを支えている。前記弁機構およびバネは、外部タンク９１とリザーブタンク
９５を容易に着脱が可能な構造になっている。
【００７９】
　図９において、リザーブタンク９５は、下部にメッシュ９３が設けられている。前記メ
ッシュ９３は、気泡９８より目を細かくしておく。前記リザーブタンク９５は、内部に気
泡９８がある場合、前記気泡９８より目が細かいメッシュ９３により、前記気泡９８をリ
ザーブタンク９５の内部にとどめて、ポンプへの気泡９８の吸い込みを防止することがで
きる。
【実施例７】
【００８０】
　図１０は本発明の第７実施例であり、水冷ジャケットの一例を説明するための図である
。図１０において、水冷ジャケット１０１０は、熱伝導性金属シート、グラファイトシー
ト、およびペルチェ素子からなる基板１０１１と、前記基板１０１１の上に熱伝導性接着
剤を介して取り付けられた複数個の断面コ字状の金属製フィン１０１２と、中央遮蔽壁１
０１３と、パイプからなる入口１０１５と、同じく出口１０１６とから構成されている。
【００８１】
　前記入口１０１５から入った冷却水あるいはクーラントは、複数個の金属製フィン１０
１２、前記金属製フィン１０１２の間の流通路１０１４、これらの流通路の端部流通路１
０１４′、金属製フィン１０１２′を通り、出口１０１６から外部に出る。前記金属製フ
ィン１０１２、前記金属製フィンの流通路１０１４′からなる水冷ジャケット１０１０は
、前記ペルチェ素子を冷却（暖房）する。
【００８２】
　前記金属製フィン１０１２は、銅またはアルミニウムとして、板金の折り曲げ、または
押し出し加工により、簡単に作製することができる。また、前記金属製フィン１０１２は
、熱伝導性接着剤あるいはハンダ付け、または銀ペーストによって固定することもできる
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。前記水冷ジャケット１０１０は、樹脂製とし、内部を機械加工によりくり抜いて、冷却
水路を設け、軽量化することができる。また、前記水冷ジャケット１０１０は、ペルチェ
素子にゴム系接着剤で接着し、水漏れを同時に防止することができる。
【００８３】
　図１１は本発明の第７実施例の他の例であり、水冷ジャケットを説明するための図であ
る。図１１において、水冷ジャケット１０１０は、断面コ字状の波状金属製部材１１１１
からできている点でのみ異なり、他の点で、図１０の実施例と同じである。
【００８４】
　図１２は本発明の第７実施例における水冷ジャケット近傍を説明するための断面図であ
る。グラファイトシート１０２１は、ペルチェ素子１０２２と、熱伝導性金属シート１０
１１の間に挟まれた構造になっている。前記グラファイトシート１０２１は、厚み方向の
機械的強度が弱く、雲母のように層状に剥離し易い欠点がある。また、前記グラファイト
シート１０２１は、単純に表面のみを強固に接着しても、外力が加わると破壊してしまう
。
【００８５】
　そこで、水冷ジャケット１０１０は、前記熱伝導性金属シート１０１１上にグラファイ
トシート１０２１を設け、その側部をエポキシ系接着剤１０２３、１０２３′あるいは銀
ペーストにより固着される。前記水冷ジャケット１０１０は、樹脂製の場合、内部を射出
成形により水路を形成し、金属製フィン１０１２を設け、軽量化することができる。また
、前記水冷ジャケット１０１０は、樹脂製水冷ジャケット１０１０は、ペルチェ素子１０
２２にゴム系接着剤で接着し、水漏れを同時に防止することができる。
【００８６】
　前記ペルチェ素子１０２２に接する面は、熱伝導率がきわめて高い熱伝導性接着剤（銀
ペースト等）を使用する。しかし、熱伝導率がきわめて高い接着剤は、粘性が高く、薄く
均一に塗布する事が難しい。そこで、ペルチェ素子１０２２と接する以外の場所において
、前記グラファイトシート１０２１と前記熱伝導性金属シート１０１１との間には、中程
度の熱伝導性の良い粘体（熱伝導率１Ｗ／ｍＫ程度）、たとえば、熱伝導グリスを封入し
て一体にすることができる。
【００８７】
　前記グラファイトシート１０２１および熱伝導性金属シート１０１１は、首に沿って巻
き付けられた場合、内側と外側で距離の差を生じる。前記熱伝導グリスは、巻き付け距離
の差を吸収し、しわの発生を防止する滑りを持つとともに、前記グラファイトシート１０
２１の凹凸部にある空気層を追い出すこともできる。また、前記熱伝導性の良い粘体は、
たとえば、熱伝導ペーストを封入することもできる。前記熱伝導ペーストは、塗布時には
クリーム状の粘体でありながら時間経過とともにゴム状に硬化して漏れ出す事も無く、理
想的な面接触に近い状態を得ることができる。
【００８８】
　以上、本発明の実施例を詳述したが、本発明は、前記実施例に限定されるものではない
。そして、本発明は、特許請求の範囲に記載された事項を逸脱することがなければ、種々
の設計変更を行うことが可能である。たとえば、ペルチェ素子、パイプ、放熱板等の材質
は、公知または周知のものが使用できる。また、ポンプ、ラジエータ、ファン、蓄電池は
、公知または周知のものを使用することができる。さらに、外部タンク、リザーブタンク
、熱伝導性接着剤、熱伝導性金属シート、弁機構等は、公知または周知のものを使用する
ことができる。
【符号の説明】
【００８９】
　１１、１１′・・・ペルチェ素子
　１１１、１１１′、１１１－１、１１１－２・・・当接面
　１１２、１１２′・・・循環部
　１１３・・・パイプ
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　１２・・・ラジエータ
　１３・・・電源
　１３１、１３２・・・ワイヤーハーネス
　１３３・・・スイッチ
　１４・・・ポンプ
　１５・・・ファン
　６１・・・熱伝導性金属シート
　６２・・・熱伝導性接着剤
　６３・・・グラファイトシート
　６４・・・ペルチェ素子
　６５・・・接着テープ
　６６・・・熱交換部
　８１・・・可撓性パイプ
　８２・・・制御部
　８３・・・配線
　８４・・・電源部
　８５・・・ベルト
　８６・・・身体
　８７・・・首
　９１・・・外部タンク
　９２・・・第１弁機構
　９３・・・メッシュ
　９４・・・冷却水あるいはクーラント
　９５・・・リザーブタンク
　９６・・・第２弁機構
　９７・・・経路
　９８・・・気泡
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【図３】
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